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上記以外の予算事業 ※　施策番号900番、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などの評価対象外事業はこちらに記入。

一般事務事業 学務課 一般事務事業 教職員課

一般事務事業 教育政策室 一般事務事業 教育センター

一般事務事業 保健給食室

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課

一般事務事業 教育総務室 一般事務事業 指導室

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・経年による施設・設備の老朽化の進行に課題を有しており、市民がより一層
安心・安全に利用できる施設として、施設全体を管理する男女共同参画セン
ターと連携を図りながら整備面において検討を要する。

平成 30 年度

継続

実施区分

③
教育センター施設管理事

業
教育センター 教育センターの施設設備を維持管理している。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

7,646
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・学務課システムについては、住基システムに加えて校務支援システムとのス
ムーズな連携のためのシステムの再構築が必要である。
・就学援助の支給費目に中学校給食を追加する方向で検討を行っており、そ
れに合わせたシステム改修が必要になる。

平成 30 年度

拡充

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

② 学務課システム運用事業 学務課 学事及び就学援助費等支給に関するシステムの運用に係る経費
市が独自に実施し
ている事務

（千円）

12,340
※課題があるものは■

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

・さんくす３番館への教育委員会事務局の移転に伴い、平成２９年度から同事
業を開始している。
・今後も経費の節減に努めていく必要がある。

平成 30 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

① さんくす事務室管理事業 教育総務室 さんくす事務室の維持管理に係る経費に関する事務を行う。
市が独自に実施し
ている事務

（千円）

47,788
※課題があるものは■

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

421 施策 学校教育の充実

教育総務事業 枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 平成３０年度

1


